
藍の国にっぽん！琉球藍復活プロジェクト～久米島編～ 
琉球藍復活プロジェクト

プロジェクトチームの目
的 自然豊かな久米島の強みをいかし、地域活性化を実現する

解決したい課題 琉球藍枯渇、島内外の人との交流、人口減少（特に若者）

関連するゴール
4、8、9、11、12、13、
14、15、17

活動期間 令和6年3月～7年4月

おきなわSDGsアクション
プランとの関係性

１年間の活動成果
活動を通して、琉球伝統染織
品の魅力を島内外の人に伝え
ると共に、琉球藍栽培を通じ
て海を超えた交流に繋げるこ
とが出来た。実際に琉球藍が
増えていることや興味を持っ
た方が久米島を訪れるなどが
活動成果である。

おきなわSDGsプラットフォームプロジェクトチーム活動報告 【様式3-2】

今後の展望 島内外の観光施設などとの連携により、栽培だけでなく、産業
になるまでの藍建手にも取り組んでいきたい。

活動時の写真や画像
等

活動時の写真や画像
等

１年間の活動概要
当初2人でスタートしたプロジェクトは久米島高
校園芸科や久米島町内外の方々の賛同を得なが
ら取り組むことができた。特に6月に横浜で開催
した横浜市都市整備局万博推進課の後援のシン
ポジウムがきっかけで埼玉、神奈川の高校と藍
栽培や収穫体験などの連携し、3校をオンライン
で繋げた。宮古上布染織工房からも琉球藍の苗
をいただくなど、重要無形文化財を守る共通の
課題解決に向けた交流がきっかけとなり、島外
ボラン手ティアが来年度に向けて神奈川県茅ヶ崎
市で琉球藍の栽培準備も始めている。






